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本書は就農者の方々はちちろん、これから農業を学ぶ方々にとってち実用的な生産手引きとして活用

いただける農業読本です。就農者の高齢化や後継者不足など、日本の農業を取り巻く深刻な課題を打開

すべく、 ICTや映像・画像技術を駆使した次世代農業のヒントと最新情報が満載されています。

弊社は産業分野における映像・画像技術を紹介する月刊技術情報誌「映像情報インダストリアルj；を

発行している出版社です。同雑誌ではFA（ファクトリーオートメーション）と呼ばれる工場自動化に活

用される映像・画像技術を主に取り上げています。このFAの現場で使われる技術の適用範囲は広く、

農業でも非接触データ読み書きシステムのRFIDや赤外線画像技術による解析など、様々な技術が活用

されています。
、

そこで、弊誌「映像情報インダストリアルjで得意としてきたハイパースペクトル力メラやドローン、

衛星などを用いた映像 ・画像技術をはじめ、温度・湿度また土壌水分など環境データを収集 ・計測する

各種センサ、クラウド技術などを駆使したスマート農業技術を多数紹介し、まさにスマ一ト農業におけ

る

現在、基幹的震業従事者の65%が65歳以上であり、平均年齢が67歳というのが、日本の農業の現

状です（出典： r201 s年震林業センサスJ）。さらにTPP（環太平洋パートナーシッブ協定）も大きな課

題の1つです。 TPPが施行されれば、海外から輸入される低価格の震作物により、国内の農家には大き

な影響を与えるでしょう。

高齢化、後継者問題、そしてTPPと問題山積の情勢を受けて、近年、データを駆使し経験や勘に頼

う芯い農業の重要性に注目が集まっています。つまり、農業にICTやロボッ卜などを取り入れ生産性の

安定や品質の向上を目指す「スマート農業Jの導入です。スマート農業の導入は、就農者の方々の効率

ヒを進め、生産性を向上させるキーテクノロジーになることはちちろん、これから農業に従事したいと

1う方々には、農業スキルの習得時間を軽減し、就農への敷居を低くすることが期待されています。

国、自治体、企業もスマート農業への取り組みを本格化させており、日本だけでなく世界の農業に変

革をもたらすでしょう。スマート農業はただアナログからデジタルへ変化を遂げるのではなく、長年培

われたアナログ的なノウハウをデジタルの活用により、さらなる進化を図るアナログとデジタルのス

マートな融合が実現する農業技術です。本書によってスマート農業に少しでも関心を抱いていただけれ

ぷ幸いです。

映像情報編集部
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農林水産省大臣官房研究謂整官

安岡澄み
農林水産省では、ロポット技術やICTを

活用した新たな農業（スマート農業）を実現

するため、ロポットやIT技術を有する企業

と共同で、平成25年 ll月に「スマート農

業の実現に向けた研究会Jを立ち上げた。
本インタビ‘ユーでは、日本の農業をとりま

く現状とスマート農業実現に向けた取り組

み、そして今後の展望について話を伺った。
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、スマート農業
!J111fこ頼る農業か5の脱去ト？

日本の農業の現状と課題

一日本の農業の現状をどう捉えていますか？

今、日本の農業が抱えている課題の 1つは、就

農者の高齢化と深刻芯労働力不足です。 図1のグ

ラフは、基幹的農業従事者の年齢構成を示してい

ますが、現在の農業者は65歳以上の割合が65%

に芯ります。すなわち農業は平均年齢が67歳の産

業なのです。今6割を占める65歳以上の皆さん

は、今後 10年経ったら皆さん75歳以上に芯りま

すよね。今後、担い手の減少がさらに深刻化する

ことが予想されます。

また、労働力不足の問題も深刻です。この現象

が顕著に出てくるところとそうで芯いところとの

差はありますが、一部の地域では、人材を確保で
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き芯いために実がなっていても収穫・出荷できな

い圃場も出てしまうといった声もあります。たと

えば、みかん農家では収穫期にもっとも多く人手

を要します。収穫作業で人を雇用する必要がある

ことに加えて、収穫後の選果場での選果などでも、

百人単位の人手を確保しなければなりません。こ

のままでは労働力が確保できないため、生産や出

荷を縮小せざるを得芯い産地も出てくるおそれが

あります。

スマート農業実現に向けた取り組み

一農林水産省の「スマート農業の実現に向けた研究

会Jとはどのようなものですか？

先に述べたように、就農者の高齢化と人手不足



・スマート旗第の将来像
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｜立大き芯問題です。これらの改善、また生産性の

守上には、 ICTやロポットの活用が必要不可欠だと

考えました。そこでわれわれは、経済界の協力を

得て「スマー卜農業の実現に向けた研究会Jを平成
25年ll月に立ち上げました。

ースマート農業を見据えた将来像は何ですか？

ます、「スマート農業jとはロポット技術、 ICTを

舌用して、超省力 ・高品質生産を実現する新たな

農業の乙とです。図2はスマート農業を行うと農

業がどう変わり、どんなメリットがあるのかとい

うスマート農業の将来像を示したものに芯ります。

1つ目はトラクタ一等へのGPS自動走行システ

ムの導入です。衛星測位情報を活用して自動走行

ヲラウドシステムにより.！£.の鱒しい情緒
’匠－・宥や滴費者にダイレクトにつBげ．
安心と信舗を届ける

図2

や運転支援を行うことで、昼間だけで芯く夜間で

も作業できるようになるほか、 1人で複数台走行

させることも可能になります。さうに、将来的に

は完全無人で24時間作業ができるようになればよ

り理想的です。これらが実現すれば、今よりもっ

と大規模砿農業を行うことも可能になります。

2つ目は、センシンク技術によるデータに基づ

く農業です。データを基にそれぞれの圏場ごとの

生育状況や土壌の状況に応じた肥料を与える芯ど

適切芯栽培管理を行うことで、効率よく収量を上

げることができます。従来の勘や経験で行ってい

た農業から、データを基にした作物のポテンシャ

ルを最大限引き出した農業が実現できるようにな

ります。
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3つ目は、きつい作業や危険な作業からの解放

です。収穫物の積み下ろしなどの重労働をアシス

トスーツにより軽労化できるほか、草刈りなどの

作業がロボットで軽労化されます。

4つ自は、誰もが取り組みやすい農業の実現で

す。現在の農業での課題の 1つに、新規就農者の

確保があります。農業は、マニュアルや教科書で

身につけられる知識だけでなく、様々なノウハウ

を必要とする産業です。このことが若い就農者の

参入を難しくしている要因の lつだと考えていま

す。葉の状態を見て作物の健康を判断したり、ど

の実を摘果すればよいかなど、まさにすべてがノ

ウハウ芯のです。これを見える化することで若者

が農業に挑戦しやすい環境を作りたいと思ってい

ます。

5つ目は、消費者・実需者とのコミュニケーショ

ンです。クラウドシステムを活用し、消費者と直

接繋がることで安心と信頼を得て、もっと作物を

購入してもらえるようにしようという取り組みで

す。

農業におけるICT活用の現状

-ICTの実用化はどこまで進んでいますか？

現在、ICTで実用化できていることは、経営や生

産の “見える化”です。従来は、勘とか経験に依存

していた農業をデータで “見える化”できるように

12 

なってきました。作業内容や費用、売ニ？うのコ

スト分析などを基に農業経営の改善・ 効率化が可

能になります。また、様々なセンサでデータを取

得することにより、土壌や生育状況に応じた栽培

ができるようになります。

今後は、取得したそれぞれのデータを使って、

どう経営を改善したらよいか、収量を上げるため

に何をしたらいいかなど、次のソリユーションに

つなげる取り組みを行っていきます。

一ICTの活用例としてどのようなものがありますか？

現在、様々芯ICTベンダーに参入いただいてお

り、いろいろ芯クラウドサービスが出てきていま

す。いずれもデータの見える化が中心です。デー

タを見える化することにより POCAサイクル

(POCA cycle、plan-do-check-actcycle）力tま

わるように芯り、経宮や生産力1改善されていきま

す。

また、センサによる見える対象も増えてきてい

ます。たとえば、圃場の水位、水温、温度、湿度

などを自動測定し、タブレッ卜やスマートフォン

を使って遠隔地から状況を確認できます。そんな

中、いま最も進んでいるのが施設園芸での見える

化です。なぜかというと、施設園芸は閉じた環境

のため様々なデータがしっかり取れ、露地と異な

り環境自体も制御できるかうです。

データを積み重ねていくと、これまで私たちが

常識だと思っていたことと、実際の生育が違うこ

とがある芯ど、いろいろ芯新たな栽培管理がわかっ

てきます。

一今後の研究課題としてはどのようなものがあり

ますか？

現在、様々なセンシング技術を活用して生産管

理に生かす研究を行っています。たとえばドロー

ンを用いたセンシングで圃場の生育状況のばらつ

きをマップ化し、ぱうつきに応じた可変施肥によ

り倒伏さてさることなく、収量、品質を向上させま

す。まで、水三に設置したセンサから取得した水

深、 水浸等のデータや気象予測データなどをもと

に、 遠葛まてこま自動で水管理を行う水管理のシス

テ」も究発ロです。

匂回・・



さらに、「匠の技」の見える化も進めていければ

と考えています。先にも述べましたが、農業はノ

ウハウの固まりです。すべてのノウハウを文書に

することはできません。みかんの摘果を例にとっ

てみても、経験者とそうで芯い人とでは間引く実

がまったく違うのです。そこで、熟練農業者の間

引いた実の写真を数千枚集め、 Al等も活用して判

断技術を教材化します。それにより作られた 10～

20問の問題集を解いて摘果すると、素人でも見事

に経験者と同じよう芯実を摘果できるようになる

といった実証成果も得られています。熟練農業者

が数十年かけて得た知識を、十数問の問題を解く

だけで同じような実を摘果できる。とのように短

期間で熟練震業者のノウハウを身につけることが

できるようになれば、これは素晴らしいことです。

農業用ロボットの活用

ーロポットに関する政策とはどのようなことですか？

政府では、ロポット革命の実現に向けたプラン

「ロボット新戦略Jがあります。この新戦略で農業
iま特に進めるべき分野の 1つとして位置づけられ

ています。農業分野では、①GPS自動走行システ

ム等を活用した作業の自動化、②人手に頼ってい

る重労働の機械化・自動化、①ロボットと高度芯

センシング技術の連動による省力・高品質生産の

3つを特に進めるべきものとして整理しています。

この中でGPS自動走行システムlζ関しては、 3

司の官民対話において、安信総理より 2018年ま

でに園場内での農機の自動走行システムを市販す

ることや、 2020年までには遠隔監視で無人シス

テムを実現する乙とが指示されています。これを

受け、私どもでは、安全性確保のガイドラインの

策定や安全確保装置などの開発など、自動走行を

安全に実現するための様々な検討を行っています。

-GPS自動定行以外では、どのよう芯ロポットに

注力していますか？

様々なロポット開発を進めていますが、 li列を

挙げるとトマト収穫ロポットです。トマト収穫ロ

ボッ卜には、これまでの農業機械のようにただ機

械的に刈り取るというだけでは芯く、対象物がど

、

のような形や色をしているのかという認識する画

像技術が必要になります。また、とうしたロポッ

ト開発に人工知能（Al）技術を導入すること芯ども

検討しています。画像認識をAlで加速させること

で、赤いトマト芯ど収穫適期になった果実を短時

間で認識し、習熟を重ねることで人間のように傷

つけす素早く正確に収穫することができるように

なることなどを期待しています。

今後の展開

一告農家さんにはどのような説明を行っているの

ですか？

スマート農業の取組を説明するため、機会があ

ればセミナーやシンポジウムでお話をさせていた

だいたり、震家と意見交換をして現場の二一ズを

聞いたりしています。

以前は、農家の方にICTやロボットを農業の取

り入れるといっても抵抗感をもっ方も多かったで

すが、最近ではスマートフォンの普及芯ど、 ICTと

そのものが日常生活に浸透してきているためか、

随分抵抗感は芯くなってきています。ただ、理解

していただき、利用していただくようになるため

に大事芯ことは、導入したら収量がどれだけ上昇

し、労働時間がどれだけ減少し、収益がどれだけ

向上するか芯どの効果をわかりやすく示すことが

大切だと思っています。それを示さ芯いと、どん

芯に素晴らしい技術でも農業の現場には導入され

ません。ベンダーの方もそ乙で悩んでいますが、

やはり“現場のメリッド、それをいかにわかりや

すく明確に示せるかということがポイントであり、

それを伝えていきたいと思っています。

一最後に農業に携わる方々にひとこと

やはり農業で新しいイノベーションを起こし、

生産性と収入を上げていきたい。こん芯農業だっ

たらやってみたいなという環境を作っていくのが

私どもの仕事です。今後も、着実に皆さんの自に

も見えるよう農業イノベーションを生み出してい

く所存です。

ありがとうございました。
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